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日本産マンマルコガネ科概説
越  智

はじめに 近年, 琉球諸島では動物相の調査が進
み,  イリオモテヤマネコ, ヤンバルクイナ, ヤンバ
ルテナガコガネに代表される適存種の発見が相次い
だ.  このような種の発見は、 この地域が単に豊かな
生物相を包含しているという事実だけでなく, 琉球
諸島の地史を考察するl:においても貴重な研究資料
を提供してくれる.
最近,  この疏球諸島で発見され, それまでは目本
来記録であったマンマルコガネ科甲 類もこうした
研究に大いに役立つものと思われる. しかし発見さ
れまだ間もないので一般になじみが薄く , 未知の部
分も多いので,  マンマルコガ
ネとは一体どういう甲虫なの
か, 本稿でその一端を紹介し
てみたい.
概 説 マンマルコガネ科
Ceratocant hidae は, コ ガネ
ムシ上科に位置し, 成虫の腹
節は5 節であることからコ
プスジコガネ科あるいはコガ
ネムシ科の一亜科として取り
扱われてきた.  しかし,  その
特異な形態から,  PAuLIAN
(1945) や幼虫形態も含めて
分類したCRowsoN( l 967),
さらに詳細に系統分類し
た IABLOKOFF- KHUNZORIAN
(1977) は独、、fの科として認
め, PAULIAN (1977) がアフ
リカ産マンマルコガネのモノ
グラフを出版して以来,  この
扱いは定着している.

輝  雄

kazumai が記載され,  さらに 0cHI ( l990) により
M hisamatsu1 が石垣, 西表両島から記載された.
この科の甲虫の特異な点は,  ダンゴムシのように
刺激を受けると体を丸め完全に球状にする習性を
持っていることである. その際,  アリなどの捕食性
.昆虫の攻撃を受けないように, n器や触角, 付節な
どの的になりやすい突出物は頭部, 前 背, 上翅や

幅広い 節の内側に収納され完璧に保ig  されるよう
になっ ている. しかし,  この甲虫は体を球状にする
機能を獲得したためか, 他の甲虫のように体を真っ
直ぐに伸ばすという機能を退化させてしまってい

図 l .  Madrasostes 1l isamatsta OcHIサキシママンマ
ルコ カ' ネ

この仲間は熱帯を中心に分布し, 旧北区を除く全
世界から32 属約250種が記載されており, 琉球諸
島を含む東洋区には6 属約50種が分布している.
口本からは l 属2 種が知られており, 久松 (1987)
が石垣島からこの科の種類を紹介したのが日本で最
初の報告である.  ほぼ同時に大阪大学生物研究会
(1987) はトカラ列島中之島におけるマンマルコガ
ネの生態を報告し,  その標本を基にして 0cHl,
JoHKl & NAKATA ( l 990) によって Mad「aSOSteS

る. 前胸i fと上翅の角度はせ
いぜい 60度く らいにしか開
くことができず, 歩行の際に
おいても 40度く らいであ
る.  この体を丸くするという
習性は,  この甲虫が生息場所
で特に出会うことの多いシロ
ァリや捕食性の高い熱帯のア
リから身を護る上で重要な意
味をもっているように思われ
る.
生 態 生態についてはま
だ分からないことが多いが,
一般にマンマルコガネは熱帯
地方の森林に生息し, 南北ア
メリカでは温帯地域にもいく
らかの種類が見られる. 分布
の中心となる熱帯でも砂演の
ような樹木の生えない乾燥地
域には分布しない. 成虫・ 幼

虫と もに森林の林床のi i木から見出だされることが
多く ,  とくに成虫は倒木の樹皮下から採集される.
幼虫は主にシロアリの果の廃集部に見られる赤掲色
粘土状部分を食している. 成虫が何を食しているの
かはよく分かっていないが,  H本産の稱類について
は口器の構造や消化器富内に内容物があまり見られ
ないことから水分の補給に止まっている可能性もあ
り, 今後の研究課題である. 岩田・ 他(1990) によれ
ば, トカラ列島の種類がイェシロアリ Coptotermes
formosanus SHIRAKl のコロニーの宿ったタブノキ
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図2 ~9. 後翅脈 ( スケールは2 mm,2・3 のみ通用).

2: Pterorthocaetes sp. (from Malaysia);3: サキシ
ママンマルコガネ ; 4: ミ ヤマクワガタ ; 5: クロツ

ヤムシ; 6: ヒメコプスジコガネ; 7: フチトリァッ

バコガネ; 8: ゴホンダイコクコカ'ネ; 9: センチコ

ガネ_
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の倒木の果廃棄部の赤褐色粘土状部から幼虫が見つ
かっており, 飼育トにおいても腐朽した木屑を食し
て生育することが観察されている. 成虫は飼育Fで
は越冬することも確認されており,  1 年近く生育す
るようである. 先島諸島の種類については, 森林内
の朽木の樹皮下や, 朽ちた倒木の下から成 ・ 幼 と
もに見出だされている. 西表島では,  アリの果を崩
してべルレー ゼにかけた資料の中からも成 ';11が見つ
かっており, その生態についてはさらに詳しい調査
が望まれる. 北米でも1';i木 (カシ, ニレ, ヒッコリー
等) から見出だされ, Ctoeotus属幼虫の食1西は結れ
た木の腐食部位であることが知られている. 興味深
いことに, 北米産のCtoeotus属の種類は, 木だけ
でなく腐肉からも採集される. また, Ceratocanthus
υ01υox (ERrcHsoN) が花でも見られることが報 l:さ
れており, 金属光沢の強い種類であることから,
行性を示唆するような体色と花に来るという習性と
に関連があるかも知れない.  また, 東南アジアにも

sphaeiope加s属や 0naomeMa属のように金
属光沢の強い種類が多く , 青の手許にある Eu-
sphae1opeltis属の一種も日中, 生集のビー ティング
で採集されているので, 成虫は北米産の Cerate-
canthus属と似た生態をしているかも知れない.  中
米のドミニカでは, C1oeotusa11oger1 PAULIANが熱
帯多雨林内の等tいた木性シダ類のビー ティングや樹
木の下, あるいは結れ葉をふるいにかける方法によ
り採集された記録がある. 南米のブラジルでは, 好
シロアリ性昆虫としてマンマルコガネの一ｳ重が報告
されている.  アフリカからも記録があり, 同様に幼
虫の食餌は朽木であることが述べられている. 東南
アジアからも若千の記録があり, ジャワでは, Pte-
rorthocaetes insularis GEsTRoの成虫が紅茶のプラ
ンテーションのために伐採された原生林跡地で,  シ
ロアリの集がある切り株の樹皮下から多数見出ださ
れたことが記されている. 者自身もポルネォのケ
ニンカ'ウ (サバ州) で, かなりPiちたゴムの倒木の
樹皮下に朽木食性ゴキブリの英が・@まった中から
Pterorthocaetes属の種類を多数採集している. ま
た, ポルネオではクロツヤムシの食痕中からもマン
マルコガネの仲間が見つかっており, 少なくとも東
南アジアでは, 本科甲11'の幼虫がシロアリの作る赤
掲色粘十_状部を食する以外にi i木の中のゴキブリや
クロツヤムシの分解物質を食しているようである.
成虫の大顎には内葉を具えるが,  これは食結l性のも
ので見られる特徴とされており, 本科の甲虫の食性
を考察する上においても重要な特徴である.
飛行に関しては, 者の調べた東南アジアの種類
では全て後翅が通常の形態 (図2) をしているので,
飛行できることは容易に想像できる. 事実, ポルネ
オでは口本産と同じ属のMadrasostesの種類が燈
火に飛来し, 飛び回っている様子が観察されている
(荒谷氏私信). しかし, 目本産の 類 (図3) は図で
も分かるように後翅が明らかに退化しており, 飛行
は不可能と思われる.  これに関しては, 種々 の推論
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図11 ~15. サキシママンマルコガネ.
11:大号負: 12: 上 ; 13; 下 ; 14:小 Ia; 15-腹節.

着できない. 下 基節は前 中央に切れ込みを欠
き, 通常下 ひげ及び舌の基部は下毎・基節に隠
る. 後翅脈は臀脈とH寸脈との間に2 脈をl-1え, 中
脈と19、i脈との連結脈は明陳 (図4, 20)

クワガタムシ科 Lucanidae
- 触角は柄節が目 r_って長くはなく,  2 節との接
続は膝状でない. 触角を前方に巻き込むことがで
き, 片状節は密着する.  トIll基節は前系表中央に深
い切れ込みを具え, 下唇ひげ及び -は露出しその
切れ込みの先に位置する. 後翅脈は 脈とll、i脈と
の間に1 脈しかなく , 中脈とHf脈との速結脈を欠
く  (図5, 21)  - - - クロツヤムシ科Passalidae

4. 体は伸縮できず, 球状にできない. 口器は頭i積l
の下に位置し深い滿によって分離しない. 触角は
10節. 小糖板は小さく形に変化が多い. 腹節は平
;t目で側緑は鋭い角楼を目える. 中・ 後Hill節は板状
にならない.  後翅脈は 脈とa寸脈の間に1~ 2 脈
を具える. 中脈とIa、i脈の連結脈は明瞭 (図 6, 22)

図10.   トカラマンマルコガネの丸まった状態
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コブスジコガネ科Trogidae
一 体は伸縮でき, 頭・ 前解可背・ 上翅を内側に折曲
げ完全に球状にできる. 口器は頭簡のトに位置す
るが深い滿によって明らかに頭概から分離する.
触角は9~10節. 小橋板は大きく三角形. 順節は
さほど平iuではなく側 に鋭い角樓を「1えない.
順節の硬化の程度は低い. 中・ 後﨎ｮ節は板状に広
がり特に後 節はしばしば大きく一角形に広が
る. 後翅脈は」間:脈とHf脈の間に1 脈目.え, 中脈と
H寸脈の連結脈は弱いが明 で, 消失することもあ
る (図2, 3, 23)

- - - - - マンマルコガネ科Ceratocan thidae
5. 触角は8~ l l 節で球得部は変化に富む. 後翅脈
は変化に富むが臀脈と肘脈の間に通常1 脈t:1え,
しばしば欠損もしくは2 本111えることもある (図
7, 8, 9, 24, 25) -ーコガネムシ科Scarabaeidae

(以下次号に続く )
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が成り立つが, 両種と も海からの風の影響を受けや
すい比較的小さな島に生息しており, 気象条件によ
り舞い上がった際に風で海に運ばれる可能性も考え
られ, 種族保存のためこのように後翅が退化したの
かも知れない.
分 類 マンマルコガネ科は見かけ上の腹節が5
節 (図15) であるという根拠により LAcoRDAIRE
( l856) の研究以来, 同じく腹節が5 節のコブスジコ
ガネの近くに位置付けられてきた. 近年の研究でも
この位置付けはほぼ踏襲されており, 後翅脈や交尾
器, 幼◆i、形態をも検討したCRowsoN(1967) の研究
においてもコブスジコガネ科に近緑であるとされて
いる. 者もE更部や後翅脈, 交尾器等を調べたが,
科としての独立性に疑間の余地はなく ,  コブスジコ
ガネ科に近縁な独立の科と思われる.
コガネムシ上科における本科への検索表を次に示
す. この検索表は, CRowsoN (1967), IABLoKoFF-
KHuNzoRIAN (1977),  森本 (1986) 等を参考にして
作成した.

コガネムシ上科の科の検索
1. 順部は見かけ上5 節
- H更部は見かけ t 6 節
2. 大顎は大きく前方に通常水平に突出し, 背面か
ら見て明 . E望部は1.fみがあり, 側面から見て順
節は見える. 爪間板は2 本またはそれ以上の毛を
11.える. 触角片状節はしばしば3 節以上一ー一3
- 大号員は小さく通常トー方または斜下を向き, 背面
から見て頭構に照れるかf望かに先が見える. 9更部
は側面からa更節が見えず,  上翅側辺下方に後退す
る. 爪間板をり、くか, 小さくて無毛. 触角片状節

3. 触角は柄節が通常長く,  2 節との接続は膝状.
1111角を前方に き込むことができず, 片状節も密
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0オオイチモンジシマゲンゴロウ山形県の記録
本州オオイチモンジシマゲンゴロウ(iiydaticus

paciftcus conspersus REGIMBART) は稀な種と考え
られていたが, 近年その報告が目につくようになっ
てきた.  県内では43 年前に故白畑:孝:太郎氏の記録
を含め, 県外の始どの報告は灯火によるものであり
池からの記録は非常に少ない.
今回, 小生は同じ水溜から2 回4 頭を採集できた
ので,  その環境および山形県産の計測値を報告して
おきたい.
<記録> 酒田市金生沢 l (a), 23. ix. l991

同2 (b, c)  1 ♀ (d), 29. ix. 1991
<計測値> a : L - 1 87 W = 0.99 Lは体長

b: L= 1.92 W= 0.96 Wは上翅最大幅
c : L - l 81 W = 0.95
d: L - 179 W= 0.97

<生息環境> 池より流れ出る水路の水溜で1華原の際
になっており,  口陰の場所には生息していたが,  1
m離れた日向の水溜では発見できなかった. この場
所にはトウホクサンショウウオやオタマジャクシ,

コオイムシなどのほか, 比較的少ないオオヒメゲン
ゴロゥの姿が多く見られた. 」肇原は湿地となってお
り, 同辺の水温は高いためか1 ケ所以外では発見で
きなかった.  また, 池からまったくゲンゴロウを発
見することも出来なかった.

( 山形県酒田市, 桜井俊一 )

0ナッミカンの腐熟果より採集したェンマコガネ類
ナッミカンCitrus natudaidaiの腐熟した果実の
果肉中およびそのFの土上から多数のェンマコカネ
を採集したが, 本邦では記録としてはないようであ
り, 腐熱果実一個から得られた例としては個体数も
やや多いので報告しておく .
集来していた果実は, ナッミカンの本陰の地面に
落トした後,  自然に腐熱 酵したもので表面はオ
リーブ色に変色しており相橘類特有の香りもほとん
どll'iえ失せていたが, り状になったその内側の果
肉に多数食い入っていた. まわりには結実後に落下
したナッミカンが何個も転がっていたが, 腐熟して
いるものは1 個のみであった.

第97 号 ( l992 年3 月)

O thophagus atnpenms WATERHOUSE コ ブマルエ
ンマコ ガネ 19 ' 26♀♀
Onthophagusater WATERHOUSEクロマルエンマコ
ガネ l
東京都島一飾区青戸公団, 5. viii. l991, 一程者採集.
なお他にアカマダラケシキスイ,  カクコガシラハ
ネカクシなどの甲虫類も少数ながら見出された.

(東京都萬飾区, 玉置眞司)

0シギゾウムシ数種の記録
1. ヒシガタシギソ'ウムシ S加'g o rhomOifom is
MORIMOT0
現在まで奄美大島, 沖細Ei, 宮rl,島, 西表島から
分布が知られていたが, 一事: 者 らは石1111島でガジュマ
ルより多数採集した.

50頭, 石垣島平野,  17. v. 1990, 者ら採集.
2. キモトシギソ'ウムシ Labamnus kimotoi (MoRl-
MOT0)
州および 美大島に分布する稀な種で, 小島は
美大島でカマツカより採集した.  また, 台湾にお
いてもこの種に近縁な L. plicatulus (HELLER) をカ
マツカより 2 頭採集した.

3頭, 奄美大島名普川林適, 22. 111.1991, 小島採
集.
3. シロモンチビシギソ' ウムシ Curcutio claruS
NoTsU
九州, 奄美大島, 徳之島, 沖機l本島に分布する比
較的少ない種である.  小島は本種を3~4 月にかけ
て111美大島, 沖縄本島でシイのイEよりいくつか採集
した. 本種は春のこの時期にn美くイeに飛来するよう
である.

3頭, 奄美大島ふれあいの森, 28. 111. 1990, 興島
雄一採集; l 頭, 美大島赤t山, 21. 111.1991, 小島
採集; 1 頭, 奄美大島湯湾 , 17. 111. 1991, 小島採

集; l 頭, 沖縄島与那朝岳,  1. iv.1991, 小島採集.
4. ウス ミ ドリ シギゾウムシ Cur _ h'o a i M oR l-

M OT 0

石垣島のみから知られている稀な lであるが,
者らは同島のガジュマルより本種を採集することが
できた. なお, 5 月にガジュマルをすくっていると,
同時にヒシガタシギソ'ウムシも採集できたが,  ヒシ
ガタシギゾウムシに比べると本種は個体数が少な
く,  また, 行動はきわめて敏速であった.

12 頭, 石i ii島平野,  17. v. 1990, 者ら採集.
平野は石垣島の最北端に11.置し,  当地はそのほと
んどが放牧地に利用され, 樹林は沢沿いなどにわず
かにみられるに過ぎないが, らはそのわずかに
残された樹林で採集を行ったものである.  なお,  当
地においてライトトラップを試みたところイシガキ
トゲゥスバカミキリが1 頭, 得られたことを付記し
ておく .
5. イヌビワシギソ'ウムシ Curcui io / meOns (RoE-
LOFS)
従来, 本州, 四国, 11州, 伊i i大島から分イhが知

4  -
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られ,  イヌビワを食樹とする普通種であるが, 者
らは南西諸島で採集された本種の標本を保持してい
るので記録しておく. 本種は普通, 体色は黒色で体
を覆っている 片は白色であるが, 九州以南の個体
では体色が褐色になるものや, 鱗片が 白色になる
個体がみられた.

1 頭, 石i1Fi島オモト岳, 2. v.1989, 桝本雅身採集;
1 頭, 沖縄島与那翻岳, 6. iv. 1990, 野中俊文採集;
1 頭, 与那国島字良部 , 2. iv. 1990, 小島採集; 1
頭, 石」ii島オモト岳, 3. v. 1990, 例本雅身採集; 2
頭, 奄美大島赤土山, 21. 111.1991, 小島採集; 4 頭,
奄美大島名高・川林道, 22. 111. 1991, 小島採集; 4 頭,
美大島仲間, 25.111.1991, 小島採集; 7頭, 屋久
島小島, 27. 111. 1991, 小島採集.

ながら, いっも資重な標本を提供して下さる
東京農大の野中俊文氏, 奥島雄一氏, 桝本雅身氏に
厚くお礼中し l二げる.

(東京農大, 小島弘昭; 環境指標生物, 早川浩之)
0マルコガタノゲンゴロウの記録
マルコ ガ タ ノ ゲン ゴロウ Cybister leωistanus

SHARPはきわめてまれなf重で, とくに近年の記録は
ほとんどない. 者らは, 本 lを次のように採集し
ているので報告する.
1 f'1 ♀, 山形県山形市滝平, 9. x.1988, 記野採集,
l et7' 1 iLl]ーデー 夕, 長谷川採集.
採集地は山形市西方の u陵地にある小さな池で,
すでに故白畑 郎氏により記録されているが, 近
年の採集記録を間かないので記録しておきたい.
lc,?, 秋l日県f一賀保町冬師, 5. x. 1991, 記野採集;
1 , 同一データ, 長谷川採集.
大きな溜池の横のやや浅い水草の生えた池の水際
から採集した.
最後に, 発表をお動めトさった阿部光典氏に厚く
お礼中し上げる.
(東 ,'、都?,、l?区, 記野直人; 同=應市, 長谷川 洋)

0ネジロカミキリの横浜市緑区の記録
<田[集1都市線甲虫シリーズ その6>

1者らは, '大われつつある田園都rfi線沿線のlT1虫
の調 を横極的に行なっており, その結果を一者の
一人大木は, 本紙に 「田園都市線甲虫シリーズ」 と
して発表してきた.  今回,  ネジロカ ミキリ Pc9ono-
chorus (1it1pogonocherus) seminiυcrus BATESを下
記のように採集しているので記録しておきたい.

1 頭, 神奈川県横浜市緑区新治, 2.v.1991, 大木
採集; 1 頭, 同上, 6. v. 1991,  H下部採集.
本種は, Yokohama (横浜), Hiogo (兵庫?) を
機式産地として1873 年にBATESにより記載され
た種であるが神 川県Fにおける採集例は多くな
かった.
大木は, f ﾉ期中の個体を,  口下部は,  ヤマウコギ
のビー ティングによりそれぞれ採集した.
本f重は, 早 にタラノキの新 Eに集ることがよく
知られているが同地では,  従来Hostとして記録の
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なかったタラノキと同じゥコギ科のヤマウコギも
Hostとしている可能性が高いと思われる.
末11ながら, 本種の神奈川県における記録につい
てご教示下さ った神奈川県通子市のf各本繁雄氏に厚
くお礼中し上げる.

参考文献

BATES, H. W., 1873. On the longicorn Coleoptera o f

Japan. Ann. Mag nat. Hist., (4), l2:380-390.
小島t1 -, 他, 1986. H本産ヵミキリ食樹総目録, 336 pp.
比婆科学教育振興会.

iii間慶一, 他,  1984. 日本産ヵミキリ大図鑑. 565 pp.,96
pls. ,講,談社, 東1]、.

露木繁雄, 他, 1981. 神奈川県産カミキリムシ科目録. 神
川県 調査報告lf, 419-454. 神 川l事教育委11会.

(横浜市緑区,  大木 裕;  同港」ヒ区,  日下部良康)
0福島県におけるハガクビナガゴミムシの記録
ハ ガ ク ビ ナ ガ ゴ ミ ム シ Odacantha hagai

NEMoTo, 1989 は, 近年に発見された注目すべきク
ビナガゴミムシで, 基産地は次城県イl岡市のr.iケ浦
である. 今後, 関東各地における追加記録が「,想さ
れるが, 者は本種を福島県の浜通地方で採集した
ので報告する.

2頭, 福島県相馬市松川郷, 22. v. 1991.
生息地は風光明幅で知られる松川浦に接したァシ
原で, 潮止めの内側にある淡水区域である.  アジの
根ぎわにみられ, 原記載にも付言されているよう
に, ナカグロキバネクビナガゴミムシ 0. Puzi1oi
SoLsKY,  チャバネクビナガゴミムシ 0. aegrota
BATESと共に得られた. ハガクビナガゴミムシは,
これら2 IF重より小型で,  l:翅の色彩的特徴も明らか
に異なり, 生111現場でも一見して識別できる.

( 千集1「i、船橋市, 笠原須磨生)
0ナツミカンの腐熱果下の土中より コブマルェンマ
コガネ幼虫・ 蠕を発見
者は落 f・したナッミカン腐熟果に来集している

エンマコガネ類成 に関して報告したが, ナッミカ
ン腐熱果トの土中よりコプマルエンマコガネ On-
thophagus atnpennis WATERHOUSEの幼 および

蛹も発見し,  コブマルエンマコガネがlit代をとおし
てナッミカンCitrus natudaidaiの腐熟果肉も食物
としていることが判明したので通加報告しておく .
発見場所は成虫を腐熟果肉から採集したところと同
じで,  自然落Fしたナッミカンの腐熟果実が十個以
上転がっている内の表面がl'i カビなどに被われてい
ないもので,  十分腐熟し, つぶれたァンパンのよう
な形状をしている腐熟果の下約6~7 cmくらいの
土中より終令幼虫と が発見された.
Onthophagus atnpenniS WATERHOUSE

1 larva, l pupa(c,フ'), 東京都萬飾区l'i l J公[・ﾊ,  29
ix. 1991, 者採集.
なお,  10月2 日にも同所で再度幼!i!採集を試み
たが, 浅い上中よりァカマダラケシキスイの蛹およ
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び幼 が多数見出されただけであった.
( 東京都萬飾区, 玉置 司)

0マルコガタノゲンゴロウとクロゲンゴロウが自然
雑交?

1991 年7 月6 H,  熊本県本渡市において野外で
マルコガタノゲンゴロウの雌とクロゲンゴロウの雄
の雑交と思われる事例を観察し,  また室内でも観察
できたので報告する.
同日午後4 時頃, 本渡市内のかなり広い溜池にお
いて水生民虫の採集を行っていたところ,  池が15
cmほどに浅くなった部分 (木陰で水草が繁茂して
いた) にクロゲンゴロウと思われる種の交尾個体が
見いだされた.  しばらく観察していたが2 頭は静か
にノ,k面に浮いているほかは特に動きを見せなかっ
た.  この2 頭を水網で總ったところ, 上になってい
た個体, 即ち雄の個体は確かにクロゲンコ ロウで
あったが, 雄に照れて見えなかった Fの個体はマル
コガタノケ' ンゴロウの雌であった. これら 2 頭を含
めて,  クロケ'ンゴロウ 2 雄, マルコガタノゲンゴロ

- l

- - i '

' - ・

t i ilii,
クロケ' ンゴロウd' ( 上) とマルコガタノケ' ンコ' ロウ

( ト )の交尾を,J、す (室内)

ウ1 雌を生かしたまま持ち帰り, 底面が30 cm x
17 cmの水補に飼っていたところ, _目再びこの2
重は雑交していた. 交尾個体は前Hの2 頭と同一と
患われる.  この状態で 真を撮影した (写真).
ゲ ンゴロウ類の自然雑交はあまり報 ':例がないよ
うであるが, 同観察した2 はサイズがほとんど
同じで, 生 a環境も似通っているので, 野外ではし
ばしば起こる トラブル ( ? )であるかもしれない.

( IIL.州大学般学部 学教室, 野村周平)
0多摩川河川数におけるョツポシゴミムシ類の追加
記録
多l事.川河川数におけるョッポシゴミムシ類につい
ては,  本,ii-:94 号において沢田和宏氏によりォォョ
ツポシゴミムシが東京都日野市より,  また, ニツポ
ンヨツポシゴ ミムシが東京都稲城市より記録されて
いる.

11者も多降川河川数において採集されたョツポシ
ゴミムシ類4 種lを所有しているので記録する. デー
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夕は下記のとおりである.
ヨツポシゴミムシP,anagaeus japomcus CHAuDolR

2 頭, 東京都昭島市拝島橋下流右岸, 28. 11. 1987,
筆者採集; 3 頭, 東京都昭島市t手島橋上流右岸, l l.
xi i987, '單者採集.
ク ビナガ ョ ツポシゴ ミムシ '「moderus singularis
(BATES)

l 頭,  東京都立川市H野橋下流左岸, 7. v. 1987,
'華者採集; 2頭,  東京都昭島市祥島橋上流左岸,  8.
vii i. l 987, 者採集.
オオ ョ ツポシゴミムシ Di sch issus mirandus BATES

1 頭, 東京都昭島市拝島橋下流右岸, l l. 11.1987,
北山健司採集; 2 頭, 東京都昭島市拝島橋トー流右岸,
11. xi i987, '

事者採集.
ニッポンヨ ツポシゴ ミムシ ischt'ssus fapom'cus
ANDREWES

1 頭, 東京都昭島市拝島橋下流右岸, 11. 11.1987,
北山健司採集. (東京都世田谷区, 山崎裕志)
0シロオビチビヒラタカミキリ伊豆神津島の記録
山地のノブドウやサルナシなどのt古れ整にきゎめ
て普通に見られるシロオビチビヒラタカ ミキリ
Phymatodes (Paraphymatodes) a的icinctus (BATES)
も, 島l興の記録は少なく, 佐渡および宮島, 対馬,
屋久島の採集例と, 藤m(1979) による伊?i大島の
未発表資料の引用が知られているだけである. 本
の島 における追加記録として,  伊 諸島の神津島
からの分布を以下に報告しておきたい.

2(f (:,;''1 , 伊豆話島神i?島焼山, 19. x.1982, 動
'Li採集 (寄一日直物: ノプドウ), 10~12. v. l984, 羽
化脱出, 新里達也採集・ 保管.
神津島焼山付近では, 本 はノブドウの結れ・變-に
少なくはないが, 本州の山地部のように高密度で寄
生していることはない. 高桑 (1979) が指摘してい
るように, 伊 _諸島における本種の分布は 「本州か
ら伊 半島を経由した南ト種」 と考えられるが, 大
島一神津島間に位置する新島などの3 島からは, こ
れまでに報告されていない. 新島においては, 幼
がノブドウの樹皮下を食入し, 本種とほぼ同じ生態
的地位にある,  ツヤケシヒゲナガコバネカ ミキリ
Molorchoepama mlzoguchi i (HAYAs11l) が優勢的に
分布することで, 競合に負けた本 lが絶減したこと
は容易に想像されるが, 残る2 島についてはあまり
わかっていない. 新島と類似したカミキリ相を持つ
式根島では, 私が行った3 回の調 の範囲では両種
とも分布していなかった. 利島についてはどうであ
ろうか.  どなたか調べてみて欲しい.

引用文献

藤m '2ﾏ,  1979.  伊 語島のカミキリ分布一'驚表. JI 同む
し, (104): 42-43.

高築正敏, 1979. 伊f?. ii島のカミキリ相の起源. 月l:llむし,
(104): 35-40.

( ( 株) 環境指標生物, 新里達也)
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0沖提本島から初記録のゾウムシ2種
1. クロオビアシブト ソ ウムシ Heterendaeus

miyamotoi MoRIMoToは1962 年に奄美大島から1
♀のみにより記 された締な種である. 者は本種
を沖織本島から採集したので記録しておく .

2頭, 沖縄県国頭村大国林道, 25. x. 1991, 筆者
採集; 1 頭, 沖繩県国頭村大国林道, 25. x. 1991,
桝本雅身採集; 5 頭, 沖縄県国頭村与那朝岳, 1. xi.
1991, ' i者採集.
本 は3 月下句の奄美大島においても, 今回の沖
縄本島においても日当りの良いシイ類の葉上より採
集された.

2. ヒ ラシマシギソ'ウムシ C u h 0 加'fas加mai
MoRIMoToは現在までに, 日本からは石 島, 西表
島から記録されている. 者は本種を沖 本島から

採集したので記録しておく.
1 頭, 沖縄県与那原町'i那原, 28. x. 1991, 筆者
採集.
この個体は, 住宅地の中にはえていた実のついた
ガジュマルより採集された.
末 ながら, ei重な標本を提供して下さった東京

差ﾊ  大の 本雅身氏にお礼申し上げる.
参考文献

MoRIMoTo. K., l962. /. Fac. A . K sh a mυ., l l (4).
384 - 385.

- l981. Esakia. (l7): 115-116
(東京農大,  小島弘昭 )

0北海道初記録のゴミムシ l 種
者は」ヒ海適未記録總のムネミソ マルゴミムシ

Caeiosfomus pia'pes JaPomcus TscHITSCHERINEを
採集したので報 l:したい.
1 頭, 」ヒ海道上川郡新得町岩松,  16. viii. 1991.
採集地は十勝川上流部で, 同地に甲虫の夜間採集
に‘1訪-れ他のゴミムシ類と上l::に灯火によって採集し
た.
報?iに当たり i重々 御教示を「iiき, 同定を頂いた層
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雲峡博物館館長保田信紀氏, 旭川市松本英明氏に感
謝申し上げる. (北海道河西郡, 伊藤勝彦)
0テンリュウメダカチビカワゴミムシの北海道にお
ける記録
者の手元にテンリュウメダカチビカワゴミムシ

Asap加'dz'on tenりuense e n uense HABU, 1954 の
標本がある.
珍しい種であり, ;iヒ海道より初記録と思われるの
でここに報告する.
<採集記録> 北海道羊蹄山: 期:f登山口3 合目付近

l . 31. v ii i 982, 者採集

この北海適産の個体に基づいて簡単に計測値をJ、
しておきたい.
体長=4.1 mm, 学自翅の縦満は l ~6 条あり.
PW/PL = 1.07 PW/PA = 1.33 EL/EW= 1.70
EyW /HA =3.13
(PW: 前胸幅 PL: 前 長 PA: 前那4背前緑幅

EW:  t◆通幅 EL:  上翅長 EyW: 複限It品 HA :
前頭幅)
末尾ながら, 発表を動められた和泉数大氏と同定
の労をとられた森田誠司氏に厚くお礼申し l :げま
す.

参考文献

t生 中・ 井上寿. 1962. 」ヒ海通で採集された A saphidion
の1 種について,  ならびに口本に産するAsaPhidion
のi重の検索表. 学評論, l4:21-22.

( 山形l事酒田市, 桜井俊一 )

0アシプ トゾウムシの採集記録
ァシ ブ トソ'ウムシ ndaeus mppomcus Voss et

CHuJ0, l960は, 新潟県焼峰山産の標本を基にnit,較
されたが, 稀な のようで, それ以降の記録はほと
んどないものと思われる. 者はこれまで木:記録で
あった北海道を含む数ヵ所で採集された本種を保持
しているので記録しておく .
1 ♀, 岡山県川上村善i山高原, 1~3. vii i988, 西l l」
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明, 善場fE八採集; 1 ♀, 福井県勝山市法思寺山, 27.
v~2. vi. 1989, 善場採集; l f , 千葉県勝浦市興津,
l4~16.vii i989, 西山, 善場採集; 2 , 北海適
千歳市協和, 29. v. 1991, 者採集.
なお, 個体により全体黒色で触角柄節および付節
が暗赤 色のもの (福井県産), さらに前腿節 ・ 節
が黄掲色のもの (岡山県産, 北海適産), 全体が黄褐
色のもの ( f-葉県産) などの色彩に変異がみられる
が, 単なる個体変異であろうと考えている.
終りに, いっも資重な標本を提供して下さる西山
明, 善場一八の両氏, 文献でお世語になった東京農
大の小島弘昭氏にお礼中し上げる.

参考文献

Voss. E.. & M. CHOJ0, l960. Nipomus, l (3): 3-4.
(環境指標生物, 早川浩之)

◇例会報告◇
1991 年第4 回例会を12 月15 H (口)午後1 : 30
より東 ,i上野 ・ 国立科学 t専物館 4 階の実験講義室
で行ないました.
請 は, 佐藤正 氏 (名rli屋女子大学) による「ソ
連ウラジウォストーク訪問採集談」.
これまでうかがい知ることのできなかった沿海州
の自然とソ連研究者との交流が, 多数のスライド映
◆;によって語られました. また, 同行した 藤明子
氏 ( T-集ll-1、f中央博物館) が採集品のスライドを添
えて補是説明をされ, いずれも参会青の興味を呼び
ま した.
因に,  l:野俊一氏 (国、r科学t?物館) を代表とす
る‘,方ソl、llの器在中にtu界を驚かせたソ連政界のクー
デターが勃発, 気掛りなことでしたが, 相応の成果
を'i?げて無事帰国されたことは喜びにたえません.
少:f自後の一人一話は, いっもながら多彩な話題が
提供され, 和やかな ;囲気のうちに午後5 : 00散会
いたしま した. 参加者45 名.
例会に続き, t日例の忘年会を上野駅前の 「酔月」
で'トー後6 : 00より行ないました. 違来の森本 桂氏
(1L州大、i ) の乾杯の辞をもって開要, 一年を締める
楽しき歓談に時を過しました. 席 l:,  これも恒例の
文献オークションを行ない, 締観本を含む多数の文
献を競売, 収益はすべて会務の資とすべく即刻同席
の会計幹事に,11 されました. 文献類をご寄購いただ
いた確積俊文, ?fl、沢良彦, 佐藤正等, 田添京二, 山

: 昆虫学研究器具は「志賀昆虫」 へ 1
目本ではじめて出来たステンレス製有頭民虫 1
針00,0, l, 2,3, 4, 5, 6 号, 有頭ダブル針も出来 1

1  ました。 その他, 採集, 製作器目一一切豊富に取 1
り描iえております。 1
〒 150 東rl,、都渋谷区渋谷1 了目 7 -6 '

: 振 替 東京 (3) 21129 ;
電 話 (03) 3409 - 6401 (ムシは一番) '

F A X (03) 3409 - 6160 1
(カタログ躍' 11) (株)志賀昆虫普及社 1
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崎秀雄の諸氏, ならびに購買にご協力いただいた各
位に厚く御礼申し上げます. 参加者36 名.

(例会 S_当,  笠原須磨生

◇第 l5 回名古屋支部会報告◇
1991 年3 月10日, 名古屋支部会が愛知県貿易
館で開催された. 毎年3 月に開き, 第1 同は草間会
長をおtaきして開かれ, 以来15 回統いてきた.  A
回は地元の大平仁夫氏が退官され, 御苫労様と中し
上げ, この機会にお話をうかがうことになった.
穂積俊文: 「愛知県の 虫」発行後の初記録の甲虫に
ついて.
大平仁夫: コメッキムシの話.
以上の識演の他に, 各自が標本や文献を持ち寄っ
て一人一話を行った.
散会後は例によって初寿司で愁.報会が開かれた.
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参加者氏名 ( アイウェオ順) : 青木i ｬ郎,  岩塚
t専, )l:野川重則, 大平?_-)、, 田克人, 大沢省 _,

大塚 篤, 蟹江 f-, 河路掛書, 桐Il l  功, 佐藤正
率, 清水清市, 高JI: , 竹内克豊, 内藤通率, 長
谷川適明, 伏原隆明, 穂積俊文, 松ll;幸一, Lil本雅
人. (穂積記)

◇ 『甲虫ニュース』 原稿募集◇

日本軸趣学会
会費 (ーケ年) 5,000円, 次一-は1992年6 月ト句

発行予定
発行人 上野俊一-
発行所 目本筆自翅学会東京都新宿区ii人町 3-23- l

国、f科学 物館 虫第1 研究室
電語 (3364) 2311, 振替東京8-401793

印刷所 ( 株) 国際文献印刷社

1 タッミの昆虫採集器具
ドイツ型標本補 木製大￥6,200, 合板製イン :

1 ロー型標本縮中￥1,870, 送料一補にっき都内及11 第一地帯: 3 個以ト [￥1,300 ,4  個以上￥850(以
1 ト同様), 第2地帯￥l,500, ￥950,  第3地帯
1 ￥1,700, ￥1,050, 其他, 各種器Ill, 針などを製作販1 売しています。カタログを御請求下さい。 (￥60)

夕 、ソ ミ 製作所
〒113 東京都又京区;日l島 2-21-25 1i 電 語 (03) 3811 - 4547, 特 6- 113479


